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　私は、阿
あ

賀
が

野
の

市
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千
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仁
じ

の近くで、生まれ育ちました。
当時（昭
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和
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あ

賀
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利
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を運ぶ仕事をしていました。川船には小屋のよう
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社会の変
へん

化
か

とともに、
今では、ほぼすべての
仕事が、阿

あ

賀
が

野
の

川
がわ

から
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を消して
しまいました。
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